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1 概要 

国立大学・国立高等専門学校・大学共同利用機関等の技術職員の情報交換と活性化を目的に，高エネルギ

ー加速器研究機構（以下，KEK とする）で技術職員シンポジウムが開催された．第 15 回となる今年度は，

各大学，機関が法人化後 10 年の節目となるため，テーマを 「法人化 10年と今後」と題し，下記のプログラ

ムに示すように 2日間で 11 機関より，法人化による組織，業務内容，人事評価，処遇等の課題，そして次の

10 年に向けての対応策等についての発表があり，活発で建設的な議論が展開された． 

2 開催期間・会場 

期間：平成 27年 1 月 14日（水）～15日（木） 

会場：高エネルギー加速器研究機構小林ホール 

  （茨城県つくば市大穂 1-1） 

3 内容 

写真-1，表-1 のプログラムに示すように，1 月

14 日は，高エネルギー加速器研究機構の野村理事

より開催挨拶後，KEK 技術賞 3 件の発表があっ

た．この技術賞は，技術の独創・具体・貢献・伝

承性について，KEK 専門委員会で審査されたも

のである．その後，電気通信大，国立天文台，埼

玉大，KEK から 4 件の発表があり，最後に，こ

れらの発表に基づいて意見交換会が実施された． 

1 月 15日は，沖縄高専，秋田大，核融合研，長

崎大，東京大，東北大，大阪大の 7 機関より発表

があり，最後にシンポジウムを総括する意味で意

見交換会が実施された．この中で，職域としての

スタッフ制とライン制の長・短所，業務評価の困

難性，マネージメントの兼任と専任，年齢構成の

偏り等に焦点が絞られた．KEK，国立天文台，旧

帝大等の組織規模は，熊本大学を始めとする地方

大学と比較し遥かに大きく，構成人数を比較して

も約 10 倍の相違がる．しかし，各機関で共通す

る問題点があり，その解決が今後 10 年の課題の

一つと考えられる． 

表-1 プログラム 

写真-1 シンポジウム風景 
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4 まとめ 

 下記に，シンポジウムで各機関等が示した問題点の概要を示す．各大学・研究機関では，その組織形態，

規模等に相違はあるが，各機関が抱える技術職員に関する各問題点には共通点も多く，今後 10年の益々の発

展，技術の向上等には，連携，情報の共有化を図ることが有効な手段であると考えられる． 

 

①年齢構成のアンバランス 

・即戦力を得るための公募により技術伝承すべき 30～40 歳代が不足している 

・伝承し易い技術者に負担増 

・中途採用者の処遇問題（ライン制の場合） 

②技術業務の評価と見える化 

・異なる業務の評価が難しい 

・成果の公表，可視化等を認識していない 

③業務マネージメント 

・技術者は，基本的にマネジメントを望んでいない（天文台は，専任制を取っている) 

④全学的な組織運用 

・組織規模が大きく全学的な組織での運営面の難しさがある．最終的は，部局単位（東大，東北大） 

・地方大学での全学組織への移行は，事務主導の場合がある． 
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